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今後も、各種テーマを追加する予定です。 

皆様の記事もお寄せ下さい！ 
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はじめに 

 

 

北潟湖自然再生協議会では、～北潟湖の恵みを再発見し、未来に遺そう～を主テーマに、

５つの活動方針と 17 の目標を定め、対象区域で様々な活動を行っています（北潟湖自然再

生全体計画 HP 参照）。 

皆さんが生活している場所や、自然の恵みと自然に働き掛けることにより成り立っている

農林水産業が行われている場所（湖、河川、溜池、湿地、水田、畑、山林）、居住地域の公

園、勤務場所などで、身近な自然に働きかけることにより、北潟湖の自然再生に繋げていく

ことも重要な活動だと考えています。 

様々なとり組みの方法はあると思いますが、ここでは、昆虫や野鳥などの生き物が、多様

な自然の中で多様な命を繋いでいる生物を中心に紹介してあります。 

多くの皆さんの参加をお願いします。命とふれあう大切さを体験して欲しいと思います。 

 

 

北潟湖自然再生協議会 水と生きもの再生部会 

部会長 組頭 五十夫 
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Vol.01 

チョウが集まる 

バタフライガーデンをつくろう  

 

チョウの好む花や幼虫の餌となる食草・食樹を植えて、家の庭や畑、学校の中庭、運動場の隅な

どで、蝶を呼んでみましょう。蝶の他にも多種多様な昆虫を同時に観察できます。 

 

 

準備物 

 プランター  植栽用の花・樹木 

 レンガ  培養土 

 土（田んぼ、畑など）  スコップ 

※準備物は参考です。各自、工夫しましょう。 

 

Step1. 花や⾷草・⾷樹を準備 
 ホームセンターや園芸店などで種やポット苗、鉢

植えを購入します。 

 特に決まりはありませんが多種多様な色・高

さ・花期の植物を植えるのがポイントです。

 

Step2. 植物を植える場所を準備 
 プランターに土を入れたり、レンガなどで囲って

花や食草・食樹を植える場所の準備をします。 

 植えるものにあわせて必要な面積を確保しま

しょう。 

 蝶の多くは日当たりの良い場所を好む種が多

いので、明るい場所を選びましょう。 

 

Step3. 花や⾷草・⾷樹を植えこむ 
 準備した土に花や樹木を植栽します。 

 単一の種類よりは多種多様なものを植えると

色々な蝶がやってくるようになります。 

 植えた花や食草・食樹には適宜肥料を追加し

たり毎日水やりするなどして、枯らさないよ

うにきちんと管理しましょう。 

 



 

3 
 

◆ごく⾝近で⾒られるチョウとその⾷草 

ナミアゲハ キアゲハ ヒメアカタテハ 

幼虫はミカンやユズなどのミ

カン科植物を食べる。 

幼虫はニンジンやミツバなど

のセリ科植物を食べる。 

幼虫はヨモギ(キク科)やカラ

ムシ(イラクサ科)を食べる。 

   

ツマグロヒョウモン モンキチョウ ヤマトシジミ 

幼虫はスミレやパンジーなど

のスミレ科植物を食べる。 

幼虫はシロツメクサなどのマ

メ科植物を食べる。 

幼虫はカタバミ（カタバミ科）

を食べる。 

 

◆蝶の好む花・餌となる⾷草・植樹 

下記はバタフライガーデンに使用される園芸植物で、大概はホームセンターで購入可能です。 

※気候や土壌条件にあったものを選択する必要があります。 

【蜜源となる花】 

ランタナ、ペンタス、フジバカマ、バーベナ、ブッドレア、アベリア、ルドベキア、エキナセ

ア、ヒャクニチソウ、マリーゴールド、アニスヒソップ、ガマズミ、ライラック、コトネアスタ

ー、ユキヤナギ、クチナシ、シモツケ、ハギ、ラベンダー、スミレ、ビオラ、プリムラ、ワスレ

ナグサ、モナルダ、タチアオイ、ナスタチウム、スイートピー、ヤマユリ、アザミ、ペンステモ

ン、コスモス、ブルーサルビア、ナデシコ、デルフィニウム、アスター、エキノプス、オレガノ 

 

【食草・植樹】 

ニンジン・セリ（キアゲハ）、ウマノスズクサ（ジャコウアゲハ）、カラムシ（アカタテハ・ヒ

メアカタテハ）、スミレ・パンジー（ツマグロヒョウモン）、カタバミ（ヤマトシジミ）、ギシ

ギシ（ベニシジミ）、アブラナ科植物（モンシロチョウ）、シロツメクサ（モンキチョウ）、フ

ジ（ウラギンシジミ）、ミカン・ユズ・サンショウなどのミカン科（アゲハ類） 
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Vol.02 

庭や校庭でトンボが呼べる 

コンテナビオトープを作ろう  

 

コンテナなどの容器をつかって、家の庭や学校の中庭や運動場の隅などで、小さな水辺をつくっ

てトンボを呼んでみましょう。小さな水辺でもトンボが繁殖し、羽化を観察することもできます。 

 

 

準備物 

 コンテナ（大・小）  プランター 

 土（田んぼ、畑など）  田んぼの雑草 

 レンガ  

※準備物は参考です。各自、工夫しましょう。 

 

Step1.コンテナを準備 
 コンテナを準備します。 

 水を 10～30 ㎝くらい張れるコンテナがよい

でしょう。 

 衣装ケースやバケツなどでも大丈夫です。 

 

Step２.容器を配置 
 大きなコンテナの中に小さなコンテナやプランター

などを配置します。 

 レンガを使って、高さを変えておきます。 

 水深が違えることで、生える植物の種類が変

わり、いろんな水生昆虫がやってきます。 

 

Step２.⼟、植物をセット 
 小さなコンテナやプランターの中に土を入れます。

 田んぼなどで取ってきた雑草を植え込みます。 

 田んぼや畑から土を取る場合には、持ち主の

了解を得ましょう。 

 

Step２.⽔を⼊れて完成  
 水をたっぷりと入れます。 

 そのまま置いておき、やってくる生きものを観察し

ます。 

 水がなくならないよう補給してください。 

 自動給水など楽しみながら工夫しましょう。 
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◆⾝近で⾒られるトンボたち 

 
アオモンイトトンボ ショウジョウトンボ シオカラトンボ 

イトトンボの一種。腹部の先端

が青くなる特徴。 

全身が真っ赤なトンボ。赤とん

ぼよりひとまわり大きい。 

春から夏にかけて身近な水辺で

ごくふつうにみられるトンボ。

   

シオカラトンボ（メス） チョウトンボ アキアカネ 

メスはトラ模様になり、ムギワ

ラトンボと呼ばれることも。 

翅の幅が広く、ひらひらと蝶の

ように飛ぶ姿が特徴。 

赤とんぼの一種。胸の模様でい

くつかの種類から見分ける。 

◆ヤゴ図鑑（コンテナビオトープでよく⾒かけるヤゴたち） 

 
ギンヤンマ シオカラトンボ ウスバキトンボ 

開けた水辺を好むが、小さなコ

ンテナに産卵に来ることも。 

全身が毛に被われるのが特徴。

泥を被ると見つけにくくなる。

毎年熱帯地域から飛来するトン

ボで、ヤゴは越冬できない。 

 

§ もっと⼩さなビオトープ（⽔鉢編） 

 

コンテナを置くスペースが無い、という場合は、「水鉢」でも

生きものの飛来を楽しむことができます。玄関先や庭の片隅に置

くだけで、夏は涼しい雰囲気がでます。 

写真のような小さな水鉢でも、水を入れて水草を浮かべるだけ

で、トンボやカエルが産卵に来たりします。水鉢は、ホームセン

ターで手軽に調達できます。 
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Vol.03 

⾃宅で野⿃を呼べる 

野⿃がやってくる環境を作ろう  

 

自宅が位置する周辺の環境により、やってくる野鳥の種類もかなり違ってきます。ここでは、自

宅の庭などを少し工夫することで、野鳥たちがやってくる環境を作り出す方法を紹介します。 

 

 

準備 

① 庇や車庫など ② 植樹や鉢植え 

③ 餌台 ④ バードフィーダー

⑤ バードバス  

※準備物は参考です。各自、工夫しましょう。 

 

① ツバメの⼦育て応援（夏期） 
 車庫の場合シャッターを開けておき、ツバメが巣

を作り始めたら巣が落ちないように見守ります。 

 雛をスズメ、カラス、ヘビ、ネコから守ります。 

2 年目からは特に注意が必要です。 

 「フン害」から人環境を守る工夫が必要です。 

 条件が良いと 2 回繁殖します。 

 問題に対応じた詳しい方法は web で検索 

 

② 餌となる実のなる⽊を植樹や鉢植え 
 小さい庭では、周りの環境も考えて植樹します。

 高木になる樹木は避け、低木を植樹します。 

カキ、クロガネモチ、ムラサキシキブ、ナンテン

など手に入るものがよいです。 

 場所がない場合は、「鉢植え」を置きます。 

 マンションの場合は、周囲に配慮が必要です。 

 

③ 餌台やバードフィーダーを設置する 
 市販製品もありますが自作も楽しいです。 

 自動給水も便利です。（飲んだ分だけ補給） 

 開けた場所に設置すると良いです。 

 ネコなどが届かない 1ｍ以上の高さが必要です。 

 給餌は、木の実や種子で冬期限定にしよう。 
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④ ⽔浴や休憩する場所もあるとよいです  
 周りより少し高い木が 1 本あるとよいです。 

 バスは、ある物を工夫して作るのも楽しいです。

利用しやすいように水深には変化をつけます。 

 置く場所は、見通しが良い場所がよいです。 

 自動給水も工夫してください。 

◆庭でよく⾒られる野⿃たち 

 
スズメ若鳥集団 

 
ツグミ 

 
メジロ 

年中見ることができ、秋には、人

家などで繁殖した若鳥は、群れ

で暖地へ移動します。（休憩） 

県鳥ツグミ。木の実や昆虫類の

幼虫やミミズなどを食べ餌台に

もよく来る。（採食） 

ヒヨドリと同じで、花の蜜や木の

実が大好き。ツバキにもよく来

る。花粉を運ぶ鳥。（吸蜜） 

   

 
ジョウビタキ（♂） 

 
ヤマガラ 

 
ムクドリ 

雄は色彩が鮮やか。地上で昆虫

やクモ類を食べるが、草木の実

も食べる。（採食） 

昆虫やクモ類、草木の実などを

食べる。餌台ではひまわりの種

などが人気。（採食） 

秋～冬には、市街地の街路樹に集

団ねぐらを取り、フン害が発生し

ている。（採食） 

◆⿃たちが棲む環境の変化を知ろう。 

 食：人の生活様式や農業の変化などにより、鳥たちに「餌」を供給している多様な環境（溜池、湿

地、水辺、耕作地、里山）などが減少している。 

住：人の近くで生息しているツバメやスズメは、家屋が省エネの構造のため、巣を作るための「隙

間」や適切な場所が減少している。餌や営巣場所の減少はこどもの数を減少させている。 

鳥害：近年まで郊外に「ねぐら」をとっていたカラスやムクドリは、安全で暖かい市街地などにねぐ

らをとるようになり、市街地での被害（騒音、糞）が増えている。            

また、農耕地でも農作物の被害が増えている。 
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Vol.04 

⽥んぼを お⽶“と ⽣き物”の共⽣の場とするために 

⽔あり⽥んぼを育もう  

 

田んぼは、お米を収穫する農地であるとともに、多様な水辺の生きもの生息空間です。しかし、

作業効率化を優先してきた現在の田んぼは、かつてと比べて生きものの姿は減りました。でも、

少しの工夫で、美味しいお米を収穫しながら生きものたくさんの田んぼがよみがえります！ 

 

準備物 
 田んぼ 

 水 

 

 

⾚とんぼ編 
稲刈り後～冬にかけて、 

こんなふうに所どころに水たまり田んぼにすると…。 

  続きは、赤とんぼ編へ。

 

メダカ編 
一年中、田んぼのどこかに、 

水たまりがある田んぼにすると…。 

 

 続きは、メダカ編へ。

 

中⼲し延期編 
中干しの時期を、 

7 月初旬まで延期すると…。 

 

 続きは、中干延期編へ。

 

⽔張り⽥んぼ（秋冬）編 
人も水鳥も喜ぶ、 

にぎわいを再生するために…。 

 

 続きは、⽔張⽥んぼ（秋冬）編へ。

 

⽔張り⽥んぼ（夏）編 
水辺の生き物を育む 

ゆりかごにするために… 

 

 続きは、⽔張⽥んぼ（夏）編へ。
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⾚とんぼ編 
 

 

 

 

稲刈り後～冬にかけて、こんなふうに、所どころ

を水たまり田んぼにすると…。 

 9月下旬から10月には赤とんぼの産卵場所にな

ります。 

 

 

オスとメスが連結し、メスの腹の先を泥に打ちつけて産卵 

 

◆北潟湖周辺の秋の⽥んぼで産卵する⾚とんぼ図鑑 

 
アキアカネ ナツアカネ コノシメトンボ 

   

 

識別ポイント 
 アキアカネの体は赤黒い 

 ナツアカネの体は鮮やかな赤 

 コノシメトンボとノシメトンボには、翅の先に 

黒い紋がある 

  コノシメトンボ の体は鮮やかな赤 

  ノシメトンボ の体は赤黒い 
ノシメトンボ 

 

産卵のピーク（10 月

上中旬）には 1 ㎡ほ

どの広さに 8 ペアが

産卵 
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メダカ編 
 

 
 

一年中、田んぼのどこかに水たまりがあ

る田んぼにすると…。 

浅い水たまりでも、一年中水があることで 

メダカたちが住むことができます。 

 

◆こんな メダカの学校⽥“を⾒つけました 

 

田んぼのまわりの土水路 “ぬるめ”などと呼ばれる、水

を温めるための水路 

メダカのほかにもたくさんの生

きものが住むようになります 

 

  

拡⼤してみると、 
⽔の中には 

メダカがたくさん  
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中⼲し延期編 
 

6 月の中干し田んぼではこんな悲劇が起こります！ 

 
干上がるオタマジャクシとドジョウの稚魚 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

カエルの種類 上陸する時期 

アカガエル類 ５月下旬～６月 

シュレーゲルアオガエル 

トノサマガエル 

ダルマガエル 

６月下旬～７月上旬 

 
 
 
 
  

中干しの時期を 7 月初旬まで

延期し、オタマジャクシがカエ

ルになるのを助けると… 

カメムシなどの害⾍を 
⾷べるカエルが増えます

中干しで干上がるドジョウの稚

魚を助けると… 

コウノトリなどの 
野⿃の餌になります 

水田の自然再生マニュアル（福井県自然環境課,2012）より引用 

中⼲し開始は
7 ⽉上旬から 
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⽔張り⽥んぼ（秋冬）編 

◆⽔張り⽥んぼ⾒られる⽔⿃たち 

 

 
  

 
蓮ヶ浦の田んぼで餌を探すカモたち 

  

 
ふゆみずたんぼに集まるコハクチョウ 二番穂田で餌を食べるコハクチョウ 

 
コウノトリ「えっちゃん」が好んで採餌した 

湛水休耕田（若狭町） 

コウノトリ「えっちゃん」が採餌していた 

田んぼ 

◆コウノトリ「えっちゃん」 

ポイント 

ふゆみずたんぼと二番穂 

田んぼをセットで用意 

どちらも⽔があるので 
ドジョウが⽣息  

 
人も水鳥も喜ぶ 

にぎわいを再生 
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⽔張り⽥んぼ（夏）編 

◆各地の湛⽔休耕⽥ 

◆⽥んぼの⼩さな⾃然再⽣のポイント 

● 田んぼのどこかに 1 年中水がある場所を作る。 
● 休耕田に水を張る。 

    水辺の生き物を育むゆりかごになる。 

  

 

  

 
湛水休耕田に集まったサギ類 

（若狭町向笠） 

カエルの格好のすみ家となる湛水休耕田と草原 

（小浜市高塚） 
  

 
多くの生き物を育む谷合いの湛水休耕田 

（越前市中津原町） 

多くの生き物を育む谷合いの湛水休耕田 

（越前市上黒川町） 

⽥んぼという⾃然で 
共に寄り添って奇跡の命

をつなぐために⼈間が 
できる思いやりを。 

みんなが⽔辺を 
待っています  
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Vol.05 

ペットボトルともんどり籠でお⼿軽、簡単 

外来種アメリカザリガニ、ウシガエルを駆除しよう  

 

空のペットボトルをもんどり籠の中に入れて、水中に没しないようにペットボトルの浮力を利用

した軽量、簡単ワナで外来生物を捕獲してみましょう。外来種を駆除できれば、捕食されて減少

していた水生昆虫やトンボ、水草などが数を増やし、本来の自然豊かな水辺が蘇ります！ 

 

準備物 
 もんどり籠  ひも（2ｍ程度） 

 ペットボトル（500ml 他）  煮干し（必要に応じて） 

※準備物は参考です。各自、工夫しましょう。 

 Step1.ペットボトル、もんどり籠を準備 
 ペットボトル、もんどり籠を準備します。 

 ペットボトル(500ml、1.2 )を準備します。 

 もんどり籠は釣具店などで入手しやすいお魚キ

ラ━など網目が細かいものが、逃げられにくく

捕獲効果が上がります。 

 Step２.ペットボトルをもんどり籠の中にセット 
 籠の大きさによって入れるペットボトルの本数を

調節します。 

 籠の中央にくるように容器をセットします。 

 容器が中央にないとバランスを崩し、水中で傾

き片側が水面に出てうまく捕獲できません。 

 Step3.えさ（にぼし）の⽤意、ひもを取り付けて完成  
 アメリカザリガニは、にぼしを使うと誘引されて

捕獲数アップが期待できます！ 

 水濡れに強いビニールやナイロン紐を取り付けます。

 籠が風や降雨による増水で流されることがない

ように付近の樹木などに結びつけます。 

 Step4.早速、池に捕獲ワナをセット  
 隠れ場所になる岸辺の水草近くに容器の浮力を利用

し、半分程度浸かるように設置するのがコツ。 

 そのまま置いておき、一週間後に籠を回収する。 

 再設置する時は水没に注意し籠の水平や傾きを

調整し、餌切れにも注意しましょう。 

 捕獲数を見ながら仕掛け場所を工夫しましょう。 
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アメリカザリガニ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウシガエル 

 

 

 
アライグマ アカミミガメ 

◆アメリカザリガニの脅威 

アメリカザリガニは雑食

で、水生昆虫の幼虫や水

生・湿生植物を捕食しま

す。特に、草質の柔らか

なものは、短期間で食べ

つくしてしまいます。

北潟湖周辺では、特に希少な水生昆虫が確認される細

呂木区で湿生植物が食い尽くされ水質悪化、住処を奪

われた水生昆虫やトンボが姿を消し、アメリカザリガ

ニのみの溜池もあります。 

◎⽔草を⼤量に⾷べてしまう、アメリカザリガニ 

◆ウシガエルの脅威 

◆⽔辺に現れる外来動物 
アカミミガメは、在来種と餌や

日光浴の場所、住処をめぐって

競合して奪い生息範囲を拡大し

ます。 

アライグマは、 殖力が強く、

短期間で急増します。雑食性で

湿性植物や魚や昆虫、カエルを

よく捕食し、湿地の野鳥の巣を

襲うなど影響が深刻です。 

設置直後 2 日後 1 週間後 

アメリカ南東部、メキシコ北東部 

10cm から最大で 15cm 

水田・水路・池・湿地 

高水温・低酸素・水質汚染にも耐性があり、

劣悪な水環境であっても定着し増殖できる

【原産地】 

【大きさ】 

【生息環境】 

【特 徴】 

北潟湖周辺では溜池や浅い湿地に多く、 殖力の強さ

や成体の移動力が高く他の水域に侵入し、個体数や範

囲を拡大しています。食欲も旺盛で胃の内容物から水

生昆虫やヤゴ等が確認されています。 

【原産地】 

【大きさ】 

【生息環境】 

【特 徴】 

アメリカ東部・中部、カナダ南東部 

頭胴長 183mm に達する 

水田・池・水路・流れのゆるやかな川 

緑色の体に赤茶色やコゲ茶色のまだら模様 

ボーボーとウシのように低い声で鳴く 

 環境省 
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Vol.06 

地域の資源でプラスチックごみを削減する 

ヨシストローを作ってみよう  

 

プラスチック製品の使用がその原料である化石燃料の消費を増やし、また非常に細かくなった

プラスチック（マイクロプラスチック）が海の生態系に悪い影響を与えていることが知られるよ

うになりました。こうしたことから、身近にあるストローもプラスチック製から紙製のものへと

置き換えが進んでいます。ここでは、環境負荷が少なく、また古くから活用されている植物のヨ

シを用いたストローを自作する方法を紹介します。 

 

準備物 

 枯れたヨシ  糸ノコ 

 ストローブラシ  目の細かい紙やすり 

 なべ  タオル・キッチンペーパー 

※準備物は参考です。各自、工夫しましょう。 
※ヨシはイネ科の植物です。アレルギーがある方は使用をお控えください。 

※枯れたヨシは 12月ごろに、赤尾湿地や北潟湖畔で見つけることができます。 
 採るときは土地の所有者に許可をもらいましょう。また、採るときは水に転落しないよう注意してください。 

 Step1.材料を準備しヨシを下ごしらえ 
 採ってきたヨシの皮をむきます。 

 節と節の内側がストローになります（矢印の範囲）。でき

るだけ、節と節の間が長いものを選ぶと良いでしょう。 

 Step２.⻑いヨシの茎をストローの⻑さに切断 
 糸ノコで手前に引いて、浅い切れ込みを一周分作ります。 

 切れ込みを入れたら、両端を持って折ります。 

 力を入れてしまうと、ヨシにヒビが入ったり、割れたりし

ます。注意して作業しましょう。 

 Step3.ヨシの茎の中をきれいな空洞に 
 ブラシで中のワタを取ります。 

 ストローの切断面を目の細かい紙やすりで丁寧に削ります。 

 切断面を滑らかに仕上げると、ストローの口当たりが良く

なりますよ。 

 Step4. 煮沸消毒し、乾燥させて完成  
 沸騰したお湯にストローを入れ、10 分間ゆでます。 

 ゆでた後は、ストローをタオルかキッチンペーパーの上に置

いて自然乾燥させてください。乾燥したら完成です！ 

 使用後は燃えるゴミに出してください。 
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ヨシストローを使う人の姿は、古くは 3 千年以上も昔の古代メソポタミア文明からみること

ができます。当時の人々はビールを飲むためにヨシや大麦の茎を利用したストローを使っていた

そうです。 

現在でも、ヨシストロー以外に、よしずやよしペン、屋根材、園芸資材など、ヨシを利活用し

た様々なものを目にすることができます。 

 

 

 

ヨシには、水底のリンや窒素を吸収する働きや

周囲の微生物の働きで汚れを分解するといわれて

います。しかし、枯れたヨシが堆積すると水質を

悪化させてしまいます。 

一方で、私たちの先人は冬になると枯れた地上

部を伐採し（ヨシ刈り）、外に搬出して様々な形

で利活用してきました。こうした取組は、図らず

も水辺の水質保全に役立っていました。 

美しいヨシ、水辺を守るためにも、ヨシを利活

用する取組が広がると良いですね。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内に自生するヨシ 

（赤尾湿地） 

 

◆ヨシってどんな植物なの  

ヨシ（アシ）は、河川や湖沼などの流れが緩やかな水 

辺に生えるイネ科の抽水植物です。 

 

【ヨシの一年】 

（春）地下茎から芽を出すと、どんどんと急成長する 

（夏）成長したヨシは人の背丈を超えることも 8 月中

ごろには、花を咲かせる 

（秋）褐色の穂をつける 

（冬）葉が落ち、地上部は枯れる 

   地下茎には栄養が貯えられ、次の春に備える 

 

※ヨシの地下茎は年に最大５ｍも広がることができ、 

早いスピードで群落を形成する。 

※ヨシの群落は、鳥や魚、昆虫など多くの生きものに 

住みかや隠れ場として利用され、水辺の自然環境に 

とって大切な役割を担っています。 

◆意外に古い ヨシストローの歴史 

◆ヨシを利活⽤すると、⽔がきれいになる  

北潟湖畔のヨシと古くからヨシを 

利活用してきた北潟の集落 
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